
中
世
医
学
の
見
直
し
の
作
業
⑦
ｏ
三
ｇ
の
温
の
め
こ
量
Ｉ
召
》
砕
言
］
呂

尼
震
》
四
目
己
孟
）
は
今
世
紀
後
半
に
始
め
ら
れ
、
精
神
医
学

あ
の
三
℃
で
閏
伽
朗
ら
臼
‐
謡
》
当
四
９
＄
ｇ
］
乞
己
‐
筐
》
尻
吋
巳
二
里
巴
．
己
国
》

ｚ
①
侭
①
冨
巨
角
ら
ご
》
厩
三
○
乞
置
．
罰
。
爵
己
謂
）
や
、
文
化
・
社

会
的
背
景
（
⑦
『
○
ｍ
⑳
こ
ぎ
ゞ
言
四
烏
こ
ぎ
》
冒
冨
引
扇
邑
匿
｝
司
『
旨

ら
褐
）
の
研
究
も
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
原
典
に
基

づ
い
た
研
究
は
皆
無
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。
殊
に
古
代
の

⑦
里
自
吊
医
学
を
組
織
的
に
同
化
し
、
中
世
に
お
い
て
最
も
包
括

的
な
医
学
体
系
を
提
供
し
た
Ｐ
Ｓ
月
日
国
合
冒
‐
盟
鼠
め
ぎ
‐
ｇ
雪
）

の
「
医
学
範
典
巴
８
己
三
味
弓
ご
」
５
巻
は
。
吊
冒
Ｃ
弓
四
の
⑦
閏
冑
‐

号
の
（
⑦
巴
ｇ
ｏ
、
の
《
｜
少
尉
日
の
９
８
》
》
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
か
ら
の
重
訳
者
）

に
よ
り
ラ
テ
ン
語
訳
日
電
）
さ
れ
て
以
来
、
胆
ｌ
恥
世
紀
だ
け
で

も
鎚
回
以
上
出
版
（
巨
冒
曽
昌
忌
詞
）
さ
れ
た
が
現
代
語
の
全
訳
は

34

ヱ
ワ
ィ
セ
ン
ナ
（
イ
ブ
ン
・
シ
ー
ナ
）
の

「
医
学
範
典
」
に
お
け
る
精
神
医
学
（
第
一
回
）

濱
中
淑
彦

な
く
、
第
１
巻
の
英
訳
（
⑦
目
口
角
こ
ぎ
、
ご
》
馨
呂
ご
器
）
と
邦
訳

（
一
部
“
五
十
嵐
己
酋
）
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
っ
て
、
第
２
巻
以

後
の
病
理
学
各
論
全
体
の
近
代
語
訳
は
な
い
（
陸
田
国
己
電
）
。
今

回
は
西
欧
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
医
学
者
が
読
ん
だ
で
あ
ろ
う

国
閉
里
版
（
勗
認
）
の
復
刻
版
篇
号
円
ｇ
ｇ
ｐ
尉
冒
目
＆
尉
冒
翼
ゞ

（
こ
ぶ
）
に
従
っ
て
、
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
精
神
医
学
的
疾
病
学
の
一

端
を
紹
介
す
る
。

当
時
の
ア
ラ
ビ
ア
医
学
が
西
欧
医
学
よ
り
優
位
に
立
っ
て
い
た

こ
と
は
つ
と
に
諸
家
（
最
近
で
は
皀
言
国
。
自
ら
認
↓
曾
貝
邑
旨
己
霞
ゞ

堕
国
国
邑
君
ゞ
ロ
○
一
ｍ
己
褐
ゞ
ｑ
ど
く
の
『
弓
尼
麗
）
の
繰
り
返
し
指
摘
す

る
通
り
で
あ
っ
て
、
西
欧
医
学
は
そ
れ
を
同
化
⑦
。
巨
弓
①
侭
①
の

ら
霞
）
し
た
の
で
あ
る
・
精
神
病
院
巨
日
閨
胃
目
、
日
閏
尉
国
邑
も
、

イ
ン
ド
・
ペ
ル
シ
ャ
医
学
の
影
響
下
で
最
初
の
病
院
が
８
世
紀
の

国
煙
魁
且
に
創
設
ｅ
○
一
の
己
罵
）
の
後
、
既
に
９
世
紀
の
国
四
魁
且

や
○
巴
目
に
建
設
さ
れ
（
巨
○
吊
開
魚
ら
ら
忠
）
、
⑦
扁
里
の
コ
ロ
ニ

ー
（
喝
世
紀
）
、
国
①
号
一
の
日
出
○
ｍ
目
国
］
（
冒
己
○
口
届
胃
、
置
易
）
、

塵
○
の
亘
国
国
①
億
画
○
の
８
具
①
⑱
（
ぐ
巴
ｇ
ｏ
画
Ｅ
Ｓ
）
に
先
立
つ
弓
四
易
①

届
登
』
⑦
号
ご
題
こ
。
ま
た
Ｐ
ａ
８
ご
目
が
単
な
る
医
学
者
で
は
な

く
、
哲
学
（
《
一
言
の
国
９
国
８
》
雪
）
、
心
理
学
（
倉
ロ
①
シ
ョ
目
四
ご
）
な
ど
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の
領
域
で
も
壮
大
な
体
系
を
残
し
た
の
で
、
彼
自
身
は
繰
り
返
し

「
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
哲
学
に
属
す
る
」
こ
と
を
「
医
学
典
範
」

で
述
べ
た
に
し
て
も
、
こ
の
背
景
を
知
る
こ
と
な
し
に
彼
の
医
学

の
全
貌
を
捉
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
制
約
が
あ
る
こ
と
も

付
言
し
て
お
こ
う
。

さ
て
「
医
学
典
範
」
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
１
巻
「
医

科
学
の
一
般
的
事
柄
に
つ
い
て
」
Ｐ
弓
閏
岸
口
①
用
９
ｍ
匡
昌
ぐ
閏
‐

困
三
〕
こ
め
ｍ
ｇ
の
呂
四
①
目
①
ｇ
ｏ
自
画
①
）
、
第
２
巻
「
単
純
な
薬
物
に
つ
い

て
」
（
巨
富
愚
“
ロ
ｏ
目
①
昌
口
員
の
⑳
目
昌
Ｑ
ｇ
“
）
、
第
３
巻
「
頭
な
ど

か
ら
脚
に
い
た
る
、
目
に
み
え
る
、
ま
た
は
隠
さ
れ
た
人
間
の
身

体
部
分
［
器
官
］
に
固
有
の
個
別
的
諸
疾
病
に
つ
い
て
」
Ｐ
き
①
風
“

●
凸
Ｕ
■
４

ロ
①
四
①
㈹
国
目
白
ロ
５
口
の
己
四
耳
言
昌
四
ユ
冒
扉
ロ
ロ
鯉
①
砂
口
目
四
℃
で
Ｈ
ｏ
で
昌
昌
四
①

胃
己
①
ご
］
ず
吋
尉
さ
○
胃
ご
］
巨
尉
○
○
○
口
岸
酎
①
庁
ご
〕
四
邑
儲
の
め
盆
⑳
四
○
四
℃
群
①
亘
め
い
．
四
口

Ｒ
号
の
）
、
第
４
巻
抑
単
一
の
身
体
部
分
（
器
官
）
の
み
に
属
し
な
い

個
別
的
疾
病
Ｐ
言
①
笥
吟
一
己
①
四
の
唱
目
島
己
言
、
冒
昌
ｏ
巳
目
ｇ
の
》

呂
四
①
２
自
画
Ｒ
己
巨
三
ゞ
ご
目
９
頁
届
。
ｇ
儲
匡
三
目
①
冒
耳
○
）
、
第
５
巻

「
複
合
薬
物
に
つ
い
て
」
Ｐ
号
関
印
ロ
の
８
冒
冒
目
①
貝
篇

目
＆
旨
冒
賦
里
言
的
①
の
め
３
．
萱
○
国
尉
旨
目
）
。
こ
の
う
ち
疾
病
分
類
と

症
状
学
に
関
連
す
る
の
は
、
第
１
巻
中
の
（
生
理
学
と
）
病
理
学
概

論
（
疾
病
分
類
原
理
、
病
因
、
症
状
）
、
第
３
巻
の
身
体
部
位
別
の
病

理
学
各
論
、
第
４
巻
中
の
熱
病
、
外
科
疾
患
、
中
毒
疾
患
で
あ
っ

て
、
主
と
し
て
「
頭
か
ら
足
ま
で
」
の
個
別
的
疾
患
中
の
「
頭
部

の
諸
疾
病
」
が
精
神
障
害
を
来
す
疾
病
を
含
ん
で
い
て
、
例
え
ば

後
の
顧
房
版
部
分
訳
９
＄
》
旨
①
。
巨
里
ら
乞
窒
）
で
は
「
精
神
病
」

論
・
己
①
目
○
号
尉
目
２
房
ご
と
い
う
書
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
身

疾
患
と
も
い
う
べ
き
熱
病
な
ど
は
別
に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ

に
も
不
眠
、
不
安
・
恐
怖
な
ど
の
精
神
症
状
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
名
古
屋
市
立
大
学
精
神
医
学
教
室
）
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